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2025 年 5 月２６日 

千葉県知事 熊谷俊人 様 

 

 

北総線の運賃値下げを実現する会(略称:北実会)    

   北実会共同代表 事務局担当 間嶋 博  

 

北総線の運賃値下げにお力添えをお願いします 

 
知事におかれましては、先の知事選で圧勝され、県民の生活向上のために、お心を砕か

れておられることと拝察致します。 

さて、私どもは、先の北総線の運賃値下げ後も、普通運賃は依然として京成本線の 2 倍

であり、千葉ニュータウンから都心へ往復する場合、夫婦で 5000 円余にもなります。孫

の家族が来てくれても、「とても運賃が高すぎてもう来られない」と言われる始末です。最

近千葉ニュータウンへ越してきた人は「自分はよく調べて、住環境も良く住みやすいとこ

ろ」だとして移ってきたが、運賃がこれほど高いことには正直驚いている。家族とも中々

会いに行けない。こんなはずでは無かった。とおっしゃっていました。 

一昨年の白井市の「ふるさ

と祭り」での運賃のシール投

票による結果は圧倒的に「京

成本線並に(現状の半分)」と

いうものでした。 

最近のアクセス特急は、イ

ンバウンド客が増え、これま

でアクセス特急を利用してい

た住民も、あまりの混雑に各

駅停車を利用することが多く

なったと言いますし、アクセ

ス特急やスカイライナーを利

用する客の運賃は北総鉄道の

増収には繋がっていません。 

 

ところで北総線の運賃が高

いことは、成田空港線が走り

だして以降、北総線の線路を利用する京成電鉄が、利用相当の経費の負担をしていないこ

とにあります。 

一つは、線路使用料と言っているものの中身は「北総線の客が京成の電車に乗り換える

ため」その分を線路使用料という名目で戻している」ものです。 

二つは、線路の補修や電路の補修、使用電力料等の経費を負担していない。 

三つは、千葉ニュータウン鉄道区間の線路使用料が、京成電鉄と北総鉄道がほぼ同じ数

の車両を走らせているにもかかわらず、ひどく京成負担が小さいことです。(2024 年 3

月期で北総の負担は 8.5 億円、京成の負担は 4.3 億円) 

 

京成電鉄は、インバウンドの増加もあって、経営状況はめざましいものがあります。そ

のひとつの表れとして、配当も従来 5.7 円であったものが、昨年度は 13 円、今年は 17

円と急騰が予想されています。また 2023 年度、2024 年度に 400 億円超を投入して自

社株を購入しています。 
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(北実会の試算では、控え目に見ても、線路使用料や経費の適正負担で、今の約半分に値

下げ出来ると試算しています) 

 

最近の北総や京成の対応のひとつとして、期間限定ですが「北総下町めぐりきっぷ(1 日

乗車券)」や「春のお出かけに！北総線 1 日乗車券」が発売されて、住民から歓迎されてい

ます。現在は行楽期の土日祝日限定の乗車券です。 

 

 

 

北総鉄道や京成電鉄へ知事から働きかけていただきたいこと 

 

1． 行楽期の 1 日乗車券の利用を、毎日利用に利用範囲を広げること。 

（このことは乗客増につながり北総にとっても地域住民にとっても利益となること） 

2． 北総鉄道へ京成電鉄からの真の意味の線路使用料の支払 

3． 線路や電路の補修費用、使用電力料等の経費を負担すること 

現状は独占禁止法(優越的地位の行使)や税法(利益供与)にも抵触する内容と思われます

ので、知事から時期を見て京成や北総へ助言してあげていただきたいと思っています。 

 

以上 

 

なお、本件に関し面談の機会を設定していただけますと幸いです。 

 

 


